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S のような低融点化合物の偏析排出現象などの冶金的な
因子，および②凝固のマクロ的な形態の形状的な因子が
ある。SEA-50FS はこれらの要因を考慮して設計され，
さらに薄鋼板の使用限定にすることで，従来ワイヤと比
較して同等の耐高温割れ性を達成した画期的な溶接ワイ
ヤである。

3．SEA-50FS の特徴と諸性能

3．1　ビード形状

　写真 1に重ねすみ肉溶接における従来ワイヤと SEA-
50FS のビード外観および断面形状を示す。従来ワイヤ
に比べて，①幅広，②平坦，③なじみ性の良好なビード
形状が得られることがわかる。溶接ビードは極めて安定
的に形成され，過剰な余盛が生じ難く，切削工程が低減
できるなどのメ∵
的である。
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